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研究成果概要 
 平成19年度に設置した地下ミューオン検出器プロトタイプから試験観測は続けられて

いるが、昨年度に報告したように 200TeV 以上のガンマ線点源探査結果同様に僅かに統

計量を上げる程度で有意なシグナルは得られていない。平成 22 年度より建設に入る予定

の本実験用検出器がデータ収集を開始するのを待ち望んでいるところである。 
 なお、現チベット空気シャワー検出装置から得られた 10TeV 領域観測データ（1999〜
2008 年）の解析は続けられている。我々はこれまで Cygnus Region からの 3σ以上の点

源でない（Diffuse?）イベントの過剰を報告していたが、最近 VERITAS がこの領域の観

測を行って、TeV ガンマ線分布を報告している（Sant Cugat pulsar conference 2010）。
しかしながら、分布が我々の分布データとは一致していない。これを説明するには我々

の分布のイベント過剰はハドロン成分が寄与したものと考えなければならない。我々は

次期地下ミューオン検出器のγ/ｐ選別能力を使って、Cygnus Region ではガンマ線とハ

ドロンの分布がどうなっているのかという疑問に終止符をつけられるものと期待してい

る。 
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